












































































































































































































































































































98 2020 年度　心理社会的支援研究　第 11 集
は 4回、3日は 4回、4日は 4回、5日は 4回、
6日は 4回、10日は 3回、11日は 5回、12日

























































































日は 2回、23日は 2回、24日は 2回、25日は
1回、26日は 0回、27日は 2回、30日は 3回、
31日は 2回、8月 2日は 1回、3日は 4回、13
日は 1回、14日は 2回、16日は 3回、17日は
1回、20日は 4回、21日は 1回、22日は 0回、
23日は 2回、24日は 0回、27日は 1回、28日
は 0回、29日は 2回、30日は 1回、31日は 0回、
9月 3日は 2回、4日は 1回、5日は 2回、6日
は 1回、10日は 3回、12日は 1回、13日は 1回、
14日は 0回、17日は 1回、19日は 1回、20日
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